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箱根湯本・塔ノ沢温泉集中管理に関する温泉単価の試算
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(Abstract)

Hot Spring Center published a plan of central ∞ntrol system for the hot water supply to the

Yumoto district. A∝ ording to the report, the construction cost of the pipe‐ lines and tanks for the

hot water supply equipped with central control is estiinated at about 800 millions yen and its run‐

ning cOSt Of the lines is calculated at 88 yen′
′
rn3 fOr the Yumoto area and 101 yen/m3fOr the To‐

nosawa area, respectively. These∞ sts, however, don't include the cost of thermal well operation,

the purchase price of thermal water from the owners of the wells, the general management cost,

the dividend on capital stocks and the interet of debt.

A preliminary atempt is made to calculate the total running unit price of thermal water. The

unit price of thermal water in the Yumoto area is 281 yen.m3 and 286 yen..m3 in the Tonosawa

area, respectively.

The calculated unit prices are alinost twO tiines more expensive than those of the current systems

of the Hakone and Yugawara areas and 50 to 400′ J higher than those of the other areas where

the central control systems are being operated.
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l.  は じめ :こ

箱根湯本・塔ノ沢の温泉水位,泉温低下,化学成分の減少等はくわしく報告されている (平野ら,
1972,1974a,1974b)。 図 1と 図 2で温泉枯渇の進行状況が良くわかる。さらに最近の動向について

も図 3,図 4か らみる限り温泉枯渇は以前と変らず進行している。

昭和55年 4月 から神奈川県温泉保護対策要綱に動力装置許可申請時の揚湯量 5%削減,最高限度量
(箱根地区 70 7min)が 設定され,さ らに,水位に着目した各種試験調査 が適用されるようになり,

今後の成果が期待されている。

このような湯本・塔ノ沢の状況において,湯本温泉旅館協同組合 (塔 ノ沢の旅館も含む)は温泉枯

渇対策として温泉集中管理の計画を(財)中央温泉研究所に依頼し,昭和56年 5月 に「箱根湯本集中管

理設備計画報告書」が発表された。

箱根町は昭和55年 4月 から温泉行政に関係する県・町の職員より構成された温泉有効利用研究会を

設置し,湯本地区の温泉有効利用について調査・研究を実施している。

本報告は,温泉有効利用研究会の構成員である筆者らが,湯本温泉旅館協同組合の要請に応じて,

「箱根湯本集中管理設備計画報告書」を基礎とし, 集中管理実施の場合, 予想される温泉の単価につ

いて試算したものである。なおこの内容の一部は昭和56年 12月 17日 開催の湯本温泉旅館協同組合総会

で大木が発表した。

2. 箱根湯本集中管理設備計画報告書の概要

2:1 湯本地区の総揚湯量が約36∞′/minを 越すとl m3当 りの有効熱量が急減すると見なして,適正
揚湯量を3600J/minと 推定した (図 5)。
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浅層の地下水の混入率の経年変化 (平野ら,1977)

1 きよ水源泉 (湯本13号泉)の掘さくから枯渇までの経過
(平野ら, 1974)
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図 3
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図 5 箱根湯本地区の総揚湯量とl m3
当り有効熱量の関係図 (中央温

研報告書,1981)

福住湧泉 (湯本 3号泉)の温度
と湧出量 (平野ら,1980)

図 4 きよ水源泉 (湯本13号泉)の水位低下
(箱根温泉誌,1981)

2:2 湯本・塔ノ沢温泉を第 1地区,第 2地区,第 3地区および塔ノ沢地区に分け,給湯・集湯は各

地区で独立させる (図 6)Э

2:3 湯本・塔 ノ沢温泉全体の浴憎運転最大必要量は2245 minと 諄|・算される。

2:4 集中管理設備工事費の総額は約 8億円と見積る。

2:5 給湯,集湯の運転維持費は湯本地区88円i m3,塔 ノ沢地区101円 m3と 計算される。この金額に

は次で述べる温泉の買入費・揚湯費や出資金・借入金の配当 0金 rllお よび一般管理費は合まれていな

ヽ`。

3.温泉の原価計算

前述した集中管理設備計Lri報告書の運転維持費は給湯・集湯の経費で計算されている。実際には温

泉の買入費・揚湯費,出資金・ 借入金の配当・金利や-1受管

理費がカロ算されなければならない。ここでは集中管理の運営

形態を設定し,それに基づく温泉単価を計算した。

3:1 集中管理の運営形態の設定

3:1.1 事業 ヒ体は源泉所有者,温泉利用者の大部分が加入

する組合組織とする。

3:1.2 供給する温泉は効率の良い特定の源泉から揚湯する

が,総揚湯量 (総供給遣)に見合う買上金は源泉の評価に応

じ,全源泉所有者に分配する。

3:1.3 総工事費は借入金,補助金および組合員の出資令で

まかなう。

3:2 温泉の原価計算に必要とする項目とその単価 (円 m3)

3:2.1 給湯・ 集湯の運転維持費

「
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図 6 箱根湯本集中管理設備設計図 (中央温研報告書,1981)

これは集中管理設備計画報告書に記載されている。湯本地区 88円 /m3 塔ノ沢地区 101円/m3を

採用する。

3:2.2 温泉揚湯に伴なう経費

各温泉利用施設で個別に温泉を揚湯する場合の温泉単価は次式で与えられる (箱根温泉誌,1981)。

ノ=(0。 121″1+2.912花 +90.6為 +0。 a12亀 +")/〔0.0143r5{1+0・ 02(為 -65)]・ ………………①

ノ:温泉単価 (円/m3)

χl:掘 さく深度 (m)

花 :電動機出力 (kw)

亀 :人件費 (人)

集中管理設備計画報告書で集中管理用に指定されている源泉の条件を次のとおりとする。

(1)子L井等の減価償却は終了している。

(2)人件費は 1源泉当り0.1人 とする。

(3)借入金はないものとする。
―- 42 -―
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(4)ス ケールは付着しないものとする。

以上の条件により1式は次式になる。

ノ=(2.91花 +48.06)′
′

[0.143■ (1+0.02(穐 -65)}二・…2

②式より,温度,揚湯量,電動機出力が

決まれば揚湯単価が計算出来る。表 1は 2

式により集中管理指定源泉の揚湯単価を計

算したものである。表 1よ り湯本地区 55

円/m3 塔ノ沢地区 47円 m4と なる。

3:2.3 -般管理費

一般管理費はすでに集中管理を実施して

いる温泉地の中から,供給規模が似ている

温泉地を基準とした。表 2は集中管理を実

施している温泉地の運営状況である。下呂

温泉が供給規模が似ており,人件費もわか

っている。3:2.1の項 (給湯・集湯の運転

維持費)と 3:2.2の項 (温泉揚湯単 lJE)で

一般管理費的人件費を加算しているので,,

とすると,次のとおり計算される。

地 区
温 度
(cC)源泉番号

45.4
50.9
53.5

61.7
56.0
55.7

57.4
77.1
57.6

74.8
62.1
48.8

59.2
58.6
57.6

68.0
63.2
55.5

57.2
64.0
60.3

11盗ξ
230
96
55

93
50
97

43
138
79

72
200
154

227
63
6Cl

65
107
68

97
52
60

動機出
(kW)
単
鯛

7.5
7.5

7.5
3.7
11.0

7.5
7.5
11.0

3.7
3.7
5.5

3.7
5.5
5.5

11.0
7.5
11.0

7.5
7.5
7.5

価
が

一
２４
７．

・１５

５６
９９

７．

・３４
２９
８３

４７

２２
４３

２０
８２
田

８．

４７
・０２

∞
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湯本地区平均

塔ノ沢地区平均                 47

除 き,総給湯量を71,879m3月 (集中管理設備計画報告書)

12,罰万円-1,606万円(人件費)|′ (12月 ×71,879m3′ 月)=9円 rlrm3

3:2.4 借入金・出資金の金利・配当金

表 3で給湯集湯設備工事費は,集中管理設備計画報告書で除外した工事費も:争めて,総額 8億4,880

万円に達する。金利・配当金を総額の 5%と すると,温泉単価へのはねかえり分は次のとおり計算さ

れる。

(84,880万 円×0.05)./(12月 ×71,879m3'月 )=49円「 m3

3:2.5 温泉買上料

表 2の中で長岡温7rtの集中管理実施時期が最も新しく,温泉の買上料金は1∞円/m3でぁる。湯本・

塔 ノ沢の方が温泉事情がよいので,こ こでは源泉からの温泉買上料金を80円
′
m3と する。

表 1 湯本集中管理指定源泉の揚湯単価表
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表 2 集中管理を実施している温泉地の運営状況 (昭和56年 9月 調査時)

漫組香結幾時チ昭和56年度予算(万円)

予算のうちの一
般管理費(万円)
( )内は人件費

職 員 数
( )内は
現場関係

温泉給湯量
(万 m3/年〕

給 湯 料 金
(円/m3)

買上料金
(円/mり 給湯戸数

浅 虫 温 泉
(昭和41年)

5,970 1,622 50
70(源泉所有者|

200(-      1受 |
324

下
 (話鶉「鷲)

20,894
2,350
(1,606)

伊 豆 長 岡温 泉
(昭和52年)

23,827 2,133 62
310
(入湯税義務者 |

350(そ  の 他
139

箱根町公営事業課
(昭和40年 )

5,460 3,350
70

(水道料金〕

3:3 計算上の温泉単価

3:2.1～3:2.5ま での各項目の単価を加算すると,実際に集中管理を実施する場合の温泉単価が算

出できる。

湯本地区

88円/m3(給集湯)+55円/m3(揚湯)+9円/m3(_般管理)+49円/m3(金利・配当)+80円/m3(買上)

=281円 /m3

塔ノ沢地区

101円 /m3(給集湯)+47円/m3(揚湯)+9円/m3(_般管理)+49円/m3(金利・配当)+80円/m3(買上)

=286円 /m3

4.集中管理の問題点

4:1 温泉単価の金額の問題

これまで計算したように集中管理による温泉単価は281円/m3～286円/m3でぁる。図7, 図8は箱

根,湯河原の温泉供給の温泉料金であるが,それらよりかなり高い。図 9,図 10は集中管理の行われ

ている他県の温泉地の温泉料金である。湯本・塔ノ沢の温泉集中管理による単価は伊豆長岡温泉に近

い金額である。図11か ら,例えば大口径の源泉に水中モーターポンプ等を設置し,一源泉当りの揚湯

表 3 給湯・集湯設備工事費の概算

地   区   名 中央温研報告書記載の金額 1 中央温研報告書除外の金額 1 合 計 金 額

第 1地区給湯集湯設備
第 2地区  ″
第 3地区  ″
塔ノ沢地区  ″

291,164

321.225

91,481

94,016

15,310

18,760

10,270

6,580

306,474

339,985

101=751

100,596
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量を増加させれば揚湯費は非常に削減でき

る。しかし他の項目が削減できないので集

中管理による単価の下限は約あげm3円 と

予想される。

4:2 源泉の評価

ここで考えている集中管理は,温泉源保

護の面から全源泉を対象とし,温泉を揚湯

しない源泉の所有者にも,総供給量と源泉   
°

の評価に応して買上金が支払われる。その  図≦の場県焉 T骨婁 
図
重″TIt罰『g野曇言

ため,源泉の評価は源泉所有者にとって最   在)(箱根温泉誌,1981)  1981)

大の関心事となる。下呂温泉では源泉の評価を決めるにあたって約 1年半の間討議し,湧出量より泉

温を重視した源泉の評価が行なわれている (滝 ,1975)。 下呂温泉と湯本・塔 ノ沢温泉 とでは温泉事

情が違うので評価方法も当然相違すると思われる。

5。 今後の温泉保護対策

温泉源の保護については基本的に湯本 0塔 ノ沢の総温泉揚湯量を3600'/min以 内に収めれば良いこ

とになる。この地域の浴槽運転最大必要量は22454'minと 計算されている。温泉資源の保護の方法を

まとめると,当面次のことが考えられる。

(1)集中管理により総揚湯量の削減を図る。

(2)各源泉に積算流社計を設置し,必要に応じ揚湯し,不必要な揚湯はひかえて,各源泉の年間揚

湯量の削減を図る。

(3)温泉保護対策要綱 (行政)等の強 fヒにより揚湯量の削減を図る。

9 集中管理が実施 されてい
る温泉地の温泉料金 (昭希154

年 4月 現在)(箱根温泉誌 ,
1981)

X[II X

図10 集中管理が実施されてい
る温泉地の温泉料金 (箱根温

泉誌,1981)

図11 温泉量 と温泉単価 (揚湯
単価)の関係 (箱根温泉誌 ,
1981)
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温泉保護対策 として,集中管理ばかりでな く,積算流量計使用の年間揚湯量を削減する方法は,揚

湯効率と管理が容易な水中モーターポンプの導入などにも結びつ くので真剣に論議されなければなら

ない。
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